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中学校の短距離走教材の学習指導法を検討するにあたり,第1報では中学生の
100 m疾走経過における速度,歩数,歩幅の関係を明らかにした。第2報では先
の結果をもとに簡易記録法の開発を試みた。本報では,この記録方法を導入して
課題解決的教材編成による学習形態をとる実験校と,この方法を導入しないで系
統的教材編成による学習形態をとる統制校I ,及び短距離走教材を扱わない統制
校Ilの3校について.一定期間の授業前後の疾走記録の変化.ならびに短距離走
に対するイメ-ジの変化を比較した。
得られた結果を要約すると次の通りであるo
(1)簡易記録法は,生徒に自己の疾走経過を知らせる上からは充分使用に耐え得
ることがみとめられた。
(2)実験校では,一定期間の授業後, 100 m疾走時間に有意な向上がみられ,こ
の向上は統制校Iよりも大であった。
(3)実験校では,一定期間の授業後,統制校Iよりも生徒の短距離走に対するイ
メ-ジを好意的に変容させることができたO
I　緒　言
体育諸科学や教育学を基礎あるいは背景として,
体育実践における理念や方法原理を究明しようと
する体育科教育の領野に,体育科学の一つである
Kinesiology研究の導入を試みた。
すなわち,中学生に短距離走を行わせ,疾走経
過をKinesiology的手法を用いて分析し,その結
果得られた速度,歩数,歩幅の関係要因の一部を
実際の授業の場に導入することにより,短距離走
教材の学習指導の成果を検討しようとした。
第1報(1981)では,男子中学2年生を疾走
能力別に3群に分け, 100m疾走経過における速
皮,歩数,歩幅の関係を能力別に明らかにし,さ
らに,ここで見出された特徴が一定期間の練習過
程においても見出せるかどうかを検討した(1)
次に,ここで見出された関係要因を実際の学習
指導に導入する場合,諸種の学習形態が考えられ
るが,いずれの学習形態に導入するにしても,症
走経過における速度,歩数,歩幅の関係が,授業
の場で生徒自身にでも簡易に測定・記録できる方
法を開発することが必要である。これに着目し,
第2報(1981 )では　簡易記録法の開発と実用
化について検討した (2)
本報では,第1報で得られた疾走経過に関する
知見と第2報で開発された簡易記録法を実際の授
業に導入し,学習指導の成果を検討しようとする
ものである。
授業に導入する場合,諸種の学習形態が考えら
れるが(3)-(<S)一般的には,教授すべき教科内容を
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中心にすえて.これを一定の筋道に従って系統づ
げ,順序正しく習得させる系統的教材編成による
学習形態と,学習活動の中で遭遇する具体的な課
題を敢り上げ,児童・生徒が主体的に思考して課
題を解決する能力を高めようとする課題解決的教
材編成による学習形態に大別することができると
考えられるD
生徒を含め,われわれにとって,疾走経過にお
いて速度,歩数,歩幅がどのように変化している
かを知ることは大変興味深いことである。まして
自己の疾走様相となればなおさらであり,自己の
疾走経過にともなう速度,歩数,歩幅の実態を知
ることにより,結果がフィードバックされ,次の
疾走課題が示唆されるならば,もう一度走り方を
工夫したり,練習をして走りなおしてみたいとい
う意欲にかられることか予測される。このような
意欲が授業において喚起されるならば,より主体
的に学習課題にとりくみ,より効果的な学習活動
の展開が期待できる。
そこで,今回は,生徒が自らの課題意識をもっ
て主体的にとりくむことをねらって,どちらかと
いえば,課題解決的教材編成による学習形態にこ
の簡易記録法を導入することを考えたO　そして,
その-例として,生徒に課題をみつけさせ,さら
に,課題を究明,解決させる手だてとして,個々
の生徒について疾走経過にともなう速度,歩数,
歩幅の実態を簡易記録法を用いて提示する方法を
考え,これを実際の授業に導入することにより,
学習指導の成果を検討しようとした。
本来ならば,簡易記録法の導入による変容と学
習形態の差異による変容を厳密に区別して検討で
きるように実験条件を設定すべきであるが,今回
は,はじめての試みとして,簡易記録法を導入し
て課題解決的教材編成による学習形態をとる実験
校と,この方法を導入しないで系統的教材編成に
よる学習形態をとる統制校1校,短距離走教材を
扱わない統制校1校をそれぞれ設定し,学習指導
の成果を検討しようとした。
Ⅱ　方　法
(1)対　象
実験にあたっては,実験校(Experimental
school: Ex.) 85名,統制校I (Control school
I : C.I) 80名,統制校H (ConとrolschoolH:
C.H) 84名の男子中学2年生249名を対象とした。
なお,授業前後に・おける記録の変化を疾走能力
別に検討するために,実験校の100 m疾走時間(計
ら記録Record Time:sec)をもとに, M∃、 n
R、 酷力tSOlcl I-　7・l M l.-D ]・
・・・-.1日目　B?"*-ycm-Isd^b
ヱJ
M-　S.D:14秒8-16秒0), Cグループ(C
>M+|s.D: 16秒1-18秒0)の3グループに
分け,各グループ10名(計30名)を抽出した。ま
た,統制校I,統制校Ⅱについては,実験校の名
個人の疾走時間と対応する生徒をそれぞれ30名抽
出した。抽出された各校生徒の身長及び体重のク
ループ別平均値は,表1に示す通りであった。
表1学校別,グループ別,平均身長と平均体重
School& Group
H eightW Weight(kg)
M ean 士 S.D M ean 士 S.D
A (n = 10) 165.8 ア 7.4 51.4 ± 4.5
E x. B (n = 10) 158.9 ± 5.7 47.7 士 4.3
C (n = 10) 161.0 ア 4.7 49.7 士 9.6
A (n = 10) 165.6 士 4.9 54.4 土 6.3
L.1 甲 Ln - 10十 166.2 士 4.2 54.5 士 5,2
C (n - 10) 155.3 ア 6.2 46.1 士 8.6
A (n - 10) 163.1 士 4.9 52.9 ± 4.8
C.S B (n = 10) 158.0 士 6.0 41.6 土 5.2
C (n = 10) 152.9 士 8.9 43.1 ア 10.5
Ex.:実験校　C.I:統制校I CJ:統制校Ⅱ
(2)学習形態
体育科における学習形態の特質をとらえるのに
辻野ら(ユ980)は,図1に示すような目標変数
に即した仮説を設定して教授一学習過程を学習目
標,教材,学習者に応じて最適化すべきことを提
唱している(7)本研究においても,この仮説にし
たがって学習形態をとらえ,今回はこれら変数の
うち教材編成を変えることにより学習過程を検討
しようとした。
すなわち,実験校には表2に示すように簡易記
録法を導入し,個々の生徒に自己の疾走経過にお
く目 標> く教材編成> KR,',軒十 <学習集団>
「学びとり方」の能力の形成
,」,.xr-け十
- 課題解決的 - 探究的 .発見的 - 小 集 団 的
運動技術や運動に関する知識
の習得 (基礎目標)
一 斗 H r - 提 示 .説明的 - q 斉 的
図1　目標変数に即した学習形態の特質
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表2　教材編成(実験校)
次 時 間 課 題 の 提 示 学 習 者 の 反 応 (実 践) 調 査
1 1 50m走の記録 をも とに 100m走
の疾走速度曲線 を予想 させ る0
0100w走の記 録は,50m走の記 録の 2倍よ
りも速 いだろ うか,遅 いだろ うか0
「短距離走
の イメージ
につ いて」
(授業前)
2 1
0速度 .歩数 .歩幅の記録 方法を
提示 し ¥00m走の記録 を計測 さ
せ る0
0どんな速度 曲線 になるの かな0
3 1/2
サ100m走の計測記録 を グラフに
整理 させ 自己の 速度曲線 (歩数
100m走の記録 は50m走の記録 の 2倍より
も速い0
歩幅を含む) を確 認させ る0 0ス ター トダ ッシュには想像以 上 にタイムの
損失があ る0
0歩幅は後半 もそ う落 ちていない。
4 1/2
0ス プ リンタTの曲 線と比較 させ 0最 高速度 の高さが ちが う0 「自己の疾
走経 過 を知
ろ う」
自己 のこれ からの課題 をみつ け
させ る0
0スプ リンターは最 高速度到達距離が 遅 く,
歩幅の伸び と関係 があ る0
0スプ リンターは後半 ス ピー ドの低下 の時期
が遅 く,歩数 の低下 と関係が ある0
5V2×6
0100m走の記録 を伸 ばすため に
上記課題 に もとづいて練 習方 法
を工夫実践 させる0
。前 半の課題 ‥l.す ばや いスタ ー トダ ッシュ
.最高速度 をあげ る0
「記録を伸
ばすた めに
練 習の 工夫
を しよう」
技術.一..前傾姿勢 を とる0
0練習の効果が す ぐ判定 で きるよ
うに 8秒間走の練習法 を提示 し
毎時間実行 させる0
練習.‥.坂道を 夕t:yシユする(20m×5)
.ボIルを追 いかけてダソシユ
す る (30-401π×3)
.スタートダソシユ (40m×3- 4)
.階段を かけ上がる (4噛 ×1)
0後半 の課題… .最高速度 を持続 す る0
技術 … .歩幅 を大 きくす る。
.歩数を おと さない0
練習.‥‥ 50m附近か ら伴 走をつ けて
走 る0
.後半声をかけてやる C10OWX2
.後半 ボールを ころが し追いか
ける (100m×1)
.長 い距離を走る .(120m×1)
6 1
100m走の速 度 .歩数 .歩幅 の
記 録を計測 しグラフに整理 させ
第 2次にお ける記録 と比較 させ
0100m走の記録 は伸 びてい る0
。前半 ス ピI ドを抑えて 走 つ亘 とき,後半非
常 に気持 ちよ く走れ た0
練 習の効果をた しか めさせ る0 0最 高速度が少 し高 くなってい る0
8ー0~ 100m区間 での速度 低下 が少 な くなっ
て いる0
7 1/2
O第 6次にお いる 100m走 の計 測
記録 を もとに, さらに練習の課
題 をみつ けさせ,実践 させる0
0班 で前半 ス ピー ドを抑え た走 り万 を試 して
みた ら7多 くの者が lOOw走の記録 を伸ば
した0
8 1/2
0第 7次に おけて, ある班 で前 半
ス ピー ドを少 し抑 えて走 った結
果 ¥00m走 の記録が伸 びた 午と
を紹介 す るとと もに,各班で も
種 々の方法で試 させ る0
0前 半,軽 く走り,後半 がん ばるように意識
して走った ら記録が伸 びた0
「短距離走
の イメ】ジ
につ いて」
(授要後)
0前半 歩幅をおさえ,後半 広げ るよ うに意識
して走 った ら記録 が伸びた0
0前半 歩幅をお さえ,歩数 をあ げるよ うに意
識 して走った ら記録が伸 び た。
9 1/2
0今後の課題を考え させる0 0各 区間について もつと走 り方を研究 する必
要がある0
0よ り一層記録を 伸ばすには, やは り前半か
らがんば って,最高速度を もつとひきあげ
る必要があるだ ろう0
0走 り幅 とび,走 り高 とびなどで も考 えて と
ぶようにすると, もつと記録が伸 びるだろう0
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ける速度,歩数,歩幅の記録を提示することによ
り課題を把握させ,記録にもとづいて課題を解決
表3　教材編成(統制校I)
させるという。図1に示す課題解決的教材編成に
よる学習形態をくみ入れた。
次 時 間
指 導 者 の 活 動
(課 題 の 提 示 )
学 習 者 の 活 動 (実 践)
(学 習 者 の反 応 ) 調 査
l l
0短距離 走の授業を進 めるにあたり,
100m走を行わせ, 自己の記録 を確
認 させ る0
ウオー ミングア ップ
400m
体操 しなが ら200m をランニングする
「短距離走
の イメージ
について 」
(25,35,50,80,100m.地 点での計時記録
と歩幅の測定)
100?πを全力疾走す る
友だちの歩幅を測定する
2 1×5
◎ 100?π走の記録 をの ばすための練習
法 として
ウオー ミングア ップ (毎 時間実 施)
4(カ m
体操 しなが ら200m をランニ ングす る.歩幅を広 くするため に大 また走を さ
せる0
.歩数 を高めるために小きざみ走を さ
せる0
[ 「
.リラックス したフォームを身につ け
させるために快調走をさせる0
.素早 いス ター トダッシュを身につけ
させ るために,追いかけ鬼や伏臥姿
輿,腕立伏臥姿 勢か らのスター トダ
ッシュを させ る0
◎ リレI
4人 グル ープに分け,疾走順 やバ ト
ンタッチの方法などを工夫 して走 ら
せ,よい記録ので る方法 を検討させ
る0
3 1
100m走の記録を測 定 し,練習の効
果を た しかめ させ る0
ウオー ミングアップ
400r.〟
体操 しながら2(刀m }をランニングする(25,35,50,80,1(刀m地点での計 時記録
と歩 幅の測定) 100mを全力疾走す る
友だ ちの歩幅を測定 する
4 1/2 0短 距離走, リレーの まとめ
「短 距離走
のイメー ジ
について」
一方,統制校Iには,表3に示すように指導者
が適当と考える学習内容を学習者に提示し,くり
返し学習させるという,図1に示す系統的教材編
成による学習形態をくみ入れた。
また,統制校Ⅱには,短距離走以外の授業とし
て,体育大会演技のための太極拳,組立体操とサ
ッカー教材をくみ入れた。
(3)速度,歩数,歩幅の測定
速度,歩数,歩幅は,簡易記録法による方法を
用いて測定した(第2報参照) 。
なお,授業前後における疾走時間(計時記録)
は,計時誤差をできるだけ少なくするために,陸
上競技連盟公認審判員が計時し,さらに,各審判
員固有の計時誤差を加算し,電気時計による記録
に換算した。
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(4)調査
短距離走教材は,一般にパーフォーマンスとし
ての疾走時間(計時記録)の向上に目標がおかれ,
また,学習の成果も疾走時間によって評価される
場合が多いようである。しかしながら,学習の成
果を行動のしかたや態度の変容としてとらえる立
場からは,パーフォーマンスとしての疾走時間ば
かりでなく,生徒の短距離走に対するイメージや
とりくみ方にどのような影響を及ぼすかについて
も検討を加える必要があると考えられる。そこで
自由記述方式による予備調査をもとに,表4に示
す8項目の質問を準備し,授業前後における生徒
の短距離走に対するイメージの変化について調査
を行った。
Ⅲ　結果ならびに考察
(1)授業前後における疾走時間,速度,歩数,
歩幅の変化
授業前後における1(刀m疾走時間(Record Time
sec)を比較すると,実験校(Ex.)では,
表4　「短距離走に対するイメージについて」
の諏査用紙
陸上競技　短距離走についてのアンケート
年　　組　　番　　氏名
短距離走について,君がもっているイメージ,考えをIE直に答えてくださいo
a　大変好きである　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大変嫌いである
5　　　4　　　3　　　2　　1
b　大変興味がある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全く興味がない
5　　　4　　　3　　　2　　1
C　我々にとって必要である　　　　　　　　　　　　　　全く不必要である
5　　　4　　　3　　　2　　1
d　自分の目標をもって走ることができる　　　競争的でただ走らされるだけ
5　　　4　　　3　　　2　　1
e　やりがいがある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やりがいかない
5　　　4　　　3　　　2　　1
f　自分の記録はまだ伸びると思う　　　　　　　　　　　　　自信がない
5　　　4　　　3　　　2　　1
g　意欲をもってとりくめる　　　　　　　　　　　　　　　意欲かない
5　　　4　　　3　　　2　　1
h　可も、の協力によって伸びると思う　　　　　　　　一人だけの種目である
5　　　4　　　3　　　2　　1
85人中80名に0. 1- 1. 7秒,平均0.49秒の記録の
向上がみられた。
統制校I (C.I)では, 80人中66名に0.1'
1.2秒,平均0.32秒の記録の向上がみられた。統
制校n (c.n)では, 84人中32人に0.1-0.8秒
表5　学習形態群(A)　能力段階群(B),練習前後(C)の3要因分散分析(3×3×2)
[・、 ・　一
Source
個人間
↑ヤ㌣*Pti-V
7W0~10 0~25 25′)35 35~50 50~80 80~in
dfMS F MS F MS F MS F MS F MS F
20.434-÷.、
0.180-二元.0.474.272芸※ ※0.814235107霊 2.57U,':霊』6去霊Jf
能力段断群lB2107.2028.6144.9815.8750-8480.363 10.798171.396
戻AXB 40.3! 0.04 0.03 0.16 0.04 0.381.05
走
誤差(b)
個人内
810.469 0.32 0.1 019 0.63 0.36
時練習前後tC,I
ォsサ
…I…47.5…
0.434
、
0.93H-62*.
千
O.CflS5.00
0.507.14弊斗
0.352.3も.
-+.千
0.56740.50
問AXC 2 0.912「3750.192.7140.294.14
7956'※4 7T'
BXC 2 0.151.8750.03- 0.091.2850.271800.423.0∩0
¥・H 40.31- 0▼131.6250.02- 0.071.000.201.330.161.42
.誤差紳810.57 0.08 0.07 0.07 0.15 014
歩
敬
個人間
2
2
i&s.-
呂霊 2.98J5623
弊※ -XL…
呂‥612)7833霊を
0.659514313-P冨92貰芸
1.643
冒霊4981呈.1254鐸
学習形態群払う
能力段階群(B)
0.3989S-23!^816310.712' 1.23867.49葺き-;.
.2297.402
AXB 40.9831.29001861.71803052 0.2781.890.58- 0.784-
誤差(bー810.762 0.690 0.1652 0.19 0一1059 0.168
個人内
1
ォ8サ ※
0.25763.149※0.1032.61a,.0.09
・X-S
練習前後{C0.991.240.120冒認:Xl05ユ 0.49728.631
AXC 2O.oni- 0▼26963.2950.3588.7670.3481.4740.082-
BXC 20.076 0.03 0.496- 0.561.49024 0.5821.010
AXRXC40.047- 0.12- 0-25- 0.263- 0.178- 0.451
>誤差(W)81008 0.160 0.8IS 0.383 0.236 0.576
1-
幅
榊蝣J.il
'i(サ*C!iV
能ノ]段階群(B)
2
2
5号2.477653.5'2新
;379.8冒1816霊鐙5=冒1.7836015霊臣等
156.2-
631.2732.62.
572.82.78板
7041.2834.257
70652去霊23.0;昌葬.X
AXB 426「521.607262.051.613385.972.50831.581.63113.02- 35.821.547
誤差(b)
個人
811B5.7H 162.45 15384 203.26 2OS.54 29.86
内
練習前後(C)110.76 ※28.011.0207.61 .>;. .∵
50.141.25282.691.71
382.97.908≡AXC 251.363.20130.841.2315.16 5.43890一72「6
BXC 29.0 14.31- 45.1.4831.27 7.87 45.743.014
AxBxr410.61 2692- 8.31 14▼62 18.38- 27.59
誤差(W8ユ6.04 27.4 30.57 31.34 40.4 48.34
significant level　*ォPく0.01　ォP<0.05
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の記録の向上がみられたが,平均では0.04秒の低
下を示した。
表5は,記録の変化を詳細に把握するために,
疾走能力別に抽出した各校30名(言1勺0名)を対象
表6　授業前後における疾走時間,速度,歩数,歩幅
歩幅/身長の成績(実験校)
t x D istan ce
0 ′- 100 0 ~ 25 25 ~ 35 35 へ一 50 50 ~ 80 80 - 100
M . ア S D 一 Dilf. M . D iff. M .T n iff. M . Diff. M D iff. M . D ifl .
A
n - 10 )
R eco rd T im e Pie 54.的 土 0.45 - 0.22 4.40 - 0.09 1.26 0 1.95 0.01 3.87 - 0.05 2L鴫 一 0.09
(seel Posl 14.22 土 0.38 IX. 4.3 1 1.26 1.96 3.92 2▼77 、.
V elocity Pr. 6.93 ア 0.22 0. 5.69 0.12 7-96 0.03 7.71 0.05 7.57 0▼09 7.01 0.22
fm /sec) P obi 7.04 ア 0▼19 .し 5.81 7.99 7.fifi T Wi 7.23 ※
Step F req uency
(tim es/ もee)
Pre 3-83 土 0.30
Post 3.88 ア 0.37
0-05 0.18
.I
0.02 0.12 4.17
4.14
一 0.03 3.80
3-97
0.】7
Step L en gth Pre 182▼l ± 12.3 0.6 3.2 185.1 -0.2
(cm ) Post 182.7 ± 15.8 165.4 186 3 191.3 86.5 184.9
/ iw h, ?re 1.10 士 0.05 0 1.03 、 0.03 12 0 1 I.1 0.03 1.】0 0.02 1.ー 2 0.0】
S.L ./ H eight Post 1.10 ± 0.07 1.00 1.12 1.15 1.12 1.ll
B
n- 10 )
R ecord T im e 15.58 ア 0.39 - 0.37 4.62 、 0.12 1.37 「 0.04 2.09 0.05 4.30 - 0.06 3,18 0.20
(sec) Post 15.19 土 0.59 SB* 4.50 ※ 133 2.14 4.24 2.蝿 ※ 滞
V elocity Pre 6.43 土 0.16 0.16 5.42 0.14 7.32 0.21 7.19 ▼0.16 6「99 0.10 6.30 0.44
(m /sec) Post 6.59 士 0.25 .Xiサ 5.S6 IX. 7-53 7.03 7.09 6′74 X、尊
Step Freq uen cy
(tim es/sec)
3.78 士 0.13
3.83 士 0.19
0.05 3.42
3.51
0.09 4.21
4.37
0.16 4.15 - 0.ー 5 4.00 0.04 3.68
3「77
n.09
ep g P re 170.4 土 7.3 2.1 158.9 0.3 174.4 1.6 171、5 7A7
(cm ) Posl 172.5 ア 9.6 159.2 172.8 175.9 176.1 179.2 .X.弊
S.L ノ H eigh t
P re 1.07 士 0.05 0.02 1一00 0 0 - 0.0ー 1.09 0.02 i.io o.oi 1.08 0.05
Post 1.09 土 0.05 1.00 1一09 ll - 1.1 】.13 .I
R ecord T im e P re 17.23 ア 0.56 - 0.61 5.00 、 0.19 1.51- 0.02 2.37 0.02 4.89 - 0.21 3′46 0. 7
(sec ) P ost 16.62 士 0.59 サ * 4.81 as* .49 2.35 4.68 蝣is ォ蝣 3.29 ォ *
V elocity
fin / sec)
IV
Post
5.81 士 0.18
6.02 ア 0.21
o :i
サ ォ
-.-- 0.ll 0′04 6.15
6 42
0.27
や .∵
5.79
6.09
0-30
* M
C
Step F requency
(tim es/ sec)
Pre
Posl
3.57 土 0.14
3.59 ± 0.12
0′02 0.0 1 0ノ10
-
3.79
3.83
0.04 3.56
3.54
-n o?
Step Length PTe 163.0 土 7.6 4:T 15S.B 0.8 168.2 162.1 5.5 162.9 919
(cm ) P0S( 167.7 士 7.0 ォ ォS 156′2 170.3 172.4 -. 168.2 LX 172.8 ォ蝣ォ蝣
/ H eiuht 1.01 ± 0.04 0.03 0.97 0 1.04 0.02 蝣 10.3 0.04 10. 0.04 1.01 0.06
(n= 10) S.L ./ H eight 1.04 ア 0.03 十 十 0.97 1′06 10.7 鞘 10.5 lX. 1-07 -Xl※
Diff. : Difference IP°SトPre) significant level　　※ PくO.ooi as弾PくO.oi　　-x- p <O.n5
表7　授業前後における疾走時間,速乾歩数,歩幅
歩幅/身長の成績(統制校I)
0 . I D istan ce
0 ~ 100 0 ~ 25 25 - 35 ! 35- SO SO へ′ 80 80 ~ 100
M ア S .D Diff. M . Diff. M T 崩 丁 有 「 l瓦 訂 M . [ D ifT 、1. Diff.
A
(1ーこ 10)
Reco rd T im e(sec吊 14.44 士 0.45
14.31 ア 0.51
ト 0.13 .36 0.01 1.28 -0.061 1.96 -0.031 4.041-0.0 1 2.汚0 -0.04
4.37 ー 4.03 I 2.76
V elocity P r<
(
6.93 ア 0.22 0′07 5.74 、0 01 7、84 0.41 7.67 0.14 7.43 0.04 7.17 0.08
72fi
0Jl用 葡 琵 ト 1 :訂 00 1
7.00 こヒ 0.26
3.92 ア 0.19
3.93 土 0.17
0.01
5.73
3「56
3.51
-n.nFS
8.25
4.38
4.55
176.9 ア 6.2
178、4 ア 7.8
1′5 161.6
163.6
2.0 179 4
は lA
2.0 182.9 2.1 183.1 0.6 1.5
S.L /ー H eight ]'Tt
Post
1.07 こア 0.03
1.08 ア 0.03
0-03 0.97
0.99
0.02 l▼08
i.10
0.02 ! 10 0.02 】.10
1.12 ー 11
0.0 】
L
1.07
】 1.08
0.01
i
B
(n -10)
Record T im e P re 15.56 ア 0▼39 一 0ノ29 4.60 0.04 1.38 0.07 2.14 0.06 4.301 0.05 3.14 - 0.25
(sec) Post 15.27 ア 0.30 lY 4.64 1.31 IX. 2.08 4▼35 2.89 ォ ォ
P re
Cm / sec) Post
643 ア 0.】6
6.55 ア 0.13
0.12
IX
5.44
5.39
、0「05 7 27
7.65
0.38
÷
7.03 0.2 124 鵠 冒」 0.53
Step F req uen cy Pr<
(tim es/sec) Posl
3▼67 士 0.18 0.08
3.75 ニヒ 0」 5
3.37
3.35
、0 0ー2 4.03 0.29 3.89 0.13 3.91- d川 21 3.62 0.29
.32 蝣¥ 坪 1.02 3.89
Step L ength
(cm )
Pre
POSE
l75一7 ア 7.7 蝣
174.8 ア 7.8
.ー 0.9 lfii.6 - 0.6 180.7 - 2.6 8ー0.9 - 0.5 7ー9.n l、3 177.3 1.4
178.7!
S.L ノ H eight
Pre
P ost
i.06 士 0.03
1.05 ア 0▼05
0.0 0.97
0一97
0
1.07 1.09 1.07
二 可 悪 雨 2
1.08
C
(n = 10)
R ecord T im e Pre 17.23 ア 0▼55 - 0.40 4.94 0.03 1.56 -0.07 2.33 - 0.13 4.8 - 0.08 3.52 -0. 5
3.37(sec) P ost 1683 ア 0′66 1熱 4.97 1.48 IL 2.20 単 鑪' 4.8】
V elocity P re 5.81 ア 0.18 0.14 5.07 -0.03 6 48 0「2g 6.46 0.38 6.】4 0.1 5.7〔)、 0「25
5.96(m / sec) Pos 5.95 ア 0.23 * 5.04 6.77 IX 6 84 蝉 is 6.25
Step F requency p re 3.61 ア 0.20 0.09 3.36 ー 0.05 3.95 0.18 3.R8 0.28 3.76 0.14 3.58 0.06
※ 3.64is/ sec) p 3 0 0 ※ 3.31 4.13 4 16 頚 サ 3.90
Step L en gth p re
(cm ) P osl
161.3 ニア 1.03 0
161.3 ア 1.19
1.2 164.1
†t.J }
0.「 一 166「9
164.5
2.4 164.0 - 3.1 6ー0.1
160.9 164「4
413
S.L./ H eight
Pre 1.04 ア 0.05 0 0.97 0.01 1.06 0 0.03
P ost 1.04 ア 0.06 0.9R 1.06 1.06 1▼04 1.06
Diff- : Difference (Po!トPre) significant level iS-X*-?- P<0.001　-SiSS P< 0.01　簿pくノ0 05
巨経過を各区間に分け,疾走時間
段階ま
因
Rを示し
また,表6,7,8は,実験
校(Ex.) ,統制校KC.I)
及び統制校n (c.n)のそ
れぞれについて.授業前後
における疾走時間,速度,
歩数,歩幅,歩幅/身長の
変化を走路の各区間に分け
て示しているo
a)疾走時間
分散分析の結果を疾走時
間(Record Time: sec)
についてみると,学習形態
群(A)では, 100mの区間
全体としては,有意な差は
みられなかった(表5)0
このことは,記録の変化を
比較するために,各校とも
100 m疾走時間の同じ生徒
を抽出したことからは当然
である。しかし,各区間に
分けてみると, 25-35m.
35-50ォの区間において有
意な差がみとめられ,疾走
時間は同じでも,疾走経過
は異なることを示している。
能力段階群(B)では,い
ずれの区間においても有意
な差がみとめられた。この
ことは　100m疾走時間を
基準として能力別にA, B,
Cの各グループに分けたこ
とからは当然である。
練習前後(C)では, 0-
¥00mの区間全体及び50-
80m区間を除く各区間にお
いて有意な差がみとめられ
たo　この練習効果を,学習
形態(Ex言表6, c.i;
表7, C.H;表8)別,舵
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表8　授業前後における疾走時間,速度,歩数,歩暗
歩幅/身長の成績(統制校Ⅱ)
C .Ⅱ D istance
(m )
0 ′〉 100 0 - 25 25 ~ 35 35 ~ 50 50 ~ 80 80 ~ 0 0
M . ア S D D iff. M D iff. M . n ff. M . Diff. M n iff. M D iff.
A
(n こ 10)
Record T im e Pre 14.44 ア 0.45 0.07 4.24 0.05 1.31 0「02 2.02 0.02 4.01 0.05 2.86 0「03
(sec) Post 14.51 ア 0.50 4.29 1.33 2.α) 4.0fi 2▼83
V elocity P re 6 93 土 0.22 0.03 5.90 0.07 7 7 〃 0.16 7.44 0.10 7.50 - 009 7.03 O.or
(m /sec) Post 6 90 士 0.23 5.83 7.55 7.54 7.4 7.08
Step Freq uency
(tim es/sec)
0.0 1 0 " 0.14 0.05 0.05 3.64
3.80
0. 6
Step Length Pre 186.7 ± 8.8 1.5 174.1l 2-2 187.6 2.4 189.7 0.2 89.2 0 193.6 l 61岩
(cm ) Post 185.2 ア 11.0 171.9 190.0 189.9 189.2 187 ※
S.L ノ H eight P re
Post
1.15 士 0.03
1.14 ア 0.05
0.01 1.06
1.05
- 0.0】 1.】5
1.16
0.0 1 l.lfi
1.16
0 1.ー 6
1.16
( 1. 9
1.4
0.05
*s
B
(n= 10)
R ecord T im e Pre 15.56 ア 0.39 0.16 4.55 - 0.09 13 9 0.02 2.】8 0.07 4.37 0 3.07 -0.02
(sec) Post 15.40 土 0A 5 4一46 4 2.ll 4.37 3.05
6.43 ア 0.16
6.50 ア 0.19
0.07 0.ll - 0.1 6「90
7.13
0「23 ー 0.01 0.04
Step F req uency P re 3.51 ア 0.14 0.06 3.17 0.08 3.89 0一06 3「72 0.1fi 3.73 0.03 メ -¥* 0.13
(tim es/ sec) Post 3.57 ア 0.17 3.25 3.83 3.88 3.70 3.6】
Step Length Pre 1ti.i7 ア -i 1.5 174.0 - 0.9 ¥m 0.2 185.9 2.4 8ー5▼1 0.8 】87.9 5.2
(cm ) P ost 182.2 ア 8.2 173. 186.3 183.5 185.9 82.7
S .L ./H eifiht
P re
Post
1.16 士 0.06
1.15 土 0.05
- 0.01 1.10
1. 0
0 1.18
1.18
0 1.18
1.16
0-0 2 17
1.17
0 1.19
1-16
- 0.03
C
tn - 10 )
R ecord T im e P re
Post
17.23 土 0.56 - 0. 0 4.87 0.05 1▼55 - 0.03 2.40 - 0.03 4「87 0.06 3.54 - 0.06
d ec) 17.13 ア 0.77 4.82 1.52 2.37 4.93 3.48
0.04 O.OB 0.15 6.27
6.34
n.07 6.17
6」 】
0一06 5「67
5.76
0.09
ep freq uen cy P re 3.56 士 0.19 0.04 3.26 0.07 3.95 0.∩4 3.76 0. 4 3.74 0.07 蝣U fi 0.09
Clim es/ sec) Post 3.60 ア 0.27 3.33 3.99 3.90 3.67 3▼55
Step Length
(cm )
163.7 土 8-4
163.1 土 8.6
- 0.6 - 1.8 165.1
fi7.
2.0 3.7 1.6 (1.7
S.L ノ H eieh t W e
P ost
1.07 ニヒ 0.06
1.07 ア 0-05
0 03
1.02
0.0 ト
】.09
0.01 1▼09
1.07
- 0.0 2 08
09
0.0 1.07
1一07
0
Diff. : Difference (Post-Pre) sianificant I
力段階(A, B, Cグループ)別にみると, 0-
100m区間では　Ex.のすべてとC.IのB, Cグ
ル-プに　0-25m区間ではEx.のBとC, 2b-
35m区間ではC.IのBとC, 35-50m区間では,
C.IのC, 80-100m区間ではEx.のすべてと
C.IのBグループに有意な向上がみとめられた。
学習形態群(A)と練習前後(C)の交互作用(A
xC)では, 0- 100tfzの区間全体及び25-35m
区間を除く各区間において有意な差がみとめられ
た。これは,学習形態の相違によって練習効果に
差がみとめられたことを示すものであり,表6,7,
8から　0-¥QOmの区間全体としては, Ex.,
C.I , C.Iの順に練習効果が大きかったことがわ
かる。
能力段階群(B)と練習前後(C)の交互作用(B
xC)では, 0- 100mの区間全体で有意な差が
みとめられた。これは,能力段階(グループ)の
差異によって練習効果に差がみとめられたことを
示すものであり, Ex.(表6)ではAで0.22枚　B
で0.37秒, Cで0.61秒, CI(表7)ではAで
0.13枚　Bで0.29秒, Cで0.40秒と能力の低いグ
ループはど記録の向上にすぐれていた。
(AxB), (AXBXC)の交互作用では,
有意な差はみとめられなかった。
b)歩数
同様に歩数(Step Fre-
quency:times/sec)につい
てみると, (A)では, 0-100
mの区間全体及び0-25m
区間を除く各区間において
有意な差がみとめられた
(表5)。これには,身長
の増大にともない歩幅は増
大する傾向がみられること
から考えて(8X9)各校の疾
走時間は同じでも,身長の
差異にともなう歩幅の差も
歩数に影響しているものと
考えられる(表1参照) 0
03)では,すべての区間に
おいて有意な差がみとめら
れた。
(C)では　0-100mの区
問全体及び0-25m区間　80-100m区間におい
て有意な差がみとめられた。この練習効果を学習
形壁別,能力段階別にみると　0-100m区間で
はC.IのCに, 0-25w区間ではEx.のAとC,
80- 100m区間ではC.IのBに有意な向上がみと
められた。
(AxC)の交互作用では　0-25^, 25-35
mt　35- 0mの各区間で有意な差がみとめられ,
0-25m区間ではEx.のAとC, 25′-35m区間で
はC.IのB, 35-50ォ区間ではEx.のAとC.Iの
Cに有意な差かみとめられた。
(AxB), (BXC), (AxBxC)の交
互作用では,有意な差はみとめられなかった。
C)歩幅
歩幅(Step Leng血: cm)についてみると, (A)で
は, 0-100mの区間全体及び0-25m区間, 25
-35m区間において有意な差がみとめられた(表
5) 。これには,歩数において述べたように,身
長の差異による歩幅の差も影響しているものと考
えられる。
(B)では,すべての区間において有意な差がみと
められた。これには,表1に示すように,舵力の
高いグループほど身長が高いことによる影響が大
きいと考えられる。
35
(AXB)の交互作用では, 25-35m区間で有
意な差がみとめられた。
(AXC)の交互作用では, 0-lOOwの区間
全体及び35-50m区間, 80ノ100m区間において
有意な差がみとめられ, 0- 100#2区間, 35-50
m区間ではEx. (表6)のC, 80-100m区間で
はEx.のBとCに有意な差がみとめられた。
(C)及び(BXC), (AXBXC)の交互作用
では,有意な差はみとめられなかった。
上記結果をまとめると, 0-100iの区間全体
として,学習形態群(A)では歩数と歩幅に,能力
段階群(B)では疾走時間,歩数,歩幅のすべてに
有意な差がみとめられた。練習効果についてみる
と,疾走時間は(C)と(AXC), (B XC)の
交互作用に,歩数は(C)に,歩幅は(AXC)に
有意な差がみとめられた(表5) 0
さらに,これら疾走時間(計時記録)の向上を
歩数,歩幅の関係から学習形態(学校)別にみる
と,実験校(Ex.;表6)では,いずれのグループ
においても0-100wの区間全体として疾走時間
に有意な向上がみとめられ,この向上は,舵力の
低いグループはど顕著であり, Cグル-プでは歩
幅の有意な伸びとより関係していた。さらに,各
区間に分けてみると.一般に, 0-25サz区間にお
いて疾走時間に向上がみられ,この向上には歩数
がより関係している傾向がみられた。また, 80-
100 *π区間においても疾走時間に向上がみられ,
この向上にはB, Cグループでは歩幅が関係して
いる傾向がみられた。また, Cグループでは, 50
-80m区間においても同様の傾向がみられたo
統制校I (C.I;表7)では, B, Cグループ
において100 m疾走時間に有意な向上がみとめら
れ, Cグループでは歩数の有意な増加と関係して
いたo各区間に分けてみると, Bグループでは25
・35サ, 80-100 m区間において, Cグル-プで
は25-35m, 35-50m区間において疾走時間に有
意な向上がみられ,これらの向上には歩数がより関
係している傾向がみられた。
統制校n (c.i;表8)では,いずれのグルー
プ,いずれの区間においても,疾走時間,歩数,
歩幅には有意な向上はみとめられなかった。
(2)学習活動の変化
a)練習の工夫
実験校において,成人短距離選手の疾走経過を
提示し,自己の疾走経過との相違にもとづいて,
練習の課題と課題を解決するための練習を工夫さ
せた(表2の第5次) 。その結果,壁徒は,前半
の課題として, 「スタート・ダッシュをすばやく
する」 , 「最高速度を高くする」などを指摘した。
そして,必要な技術として「前傾姿勢を保ちなが
らスタート・ダッシュする」, 「ももを引きつけ
て歩幅を広げる」などをあげ,練習の工夫として
「坂道を使ってダッシュする」 , 「腰を後から引
っぼってもらいダッシュする」などの方法を考え
出し実践している。
また,後半の課題として「最高速度を維持する」
ことを指摘した。そして,必要な技術として「歩
敬,歩幅を維持する」 , 「腕をよく振り最高速度
のときの姿勢を保つ」などをあげ,練習の工夫と
して「50m附近から伴走者をつけて走る」 , 「50
m附近から声をかけて走者を励ます」などの方法
を考え出し実践している。
これら生徒の指摘した自己の課題は,記録の向
上(表6)と対応しており,課題の練習が疾走記
録の向上をもたらしたものと考えられる。生徒の
指摘した前半の課題のうち「スタ-卜・ダッシュ
をすばやくする」は,歩数の増加とは直接対応を
示さないが,スタート・ダッシュの反復練習が前
半の歩数の増加をもたらしたものと考えられる。
b)走り方の工夫
実験校において,簡易記録法により得られた記
録(第6次)にもとづいて,さらに練習の課題を
みつけさせ工夫実践させた(第7次) 。その結果
ある班では「前半スピードをおさえて走る」こと
により疾走時間を向上させ得ることを見出した。
そこで,このことをクラス全体の問題としてとり
あげ,全員に紹介するとともに,各班でも種々の
方法で試行させた(第8次) 。その結果,他の班
からも, 「前半軽く走り,後半がんばって走る」
「前半歩幅をおさえ,後半広げて走る」 , 「前半
歩幅をおさえて歩数をあげて走る」など走法につ
いての工夫がみられた。そして,このような走法
についての課題を意識し,これにもとづく走法を
試みた者の多くに疾走時間の向上がみられた。
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図2　疾走経過における走法の工夫
(前半歩幅をおさえ,歩数をあげる走法で変
化をした例)
〔授業前(点線) ,授業後(破線) ,
授業後さらに工夫して走った時(実線)〕
図3　疾走経過における走法の工夫
(前半軽く走り,後半がんばる走法で変化を
した例)
〔授業前(点線) ,授業後(破線),
授業後さらに工夫して走った時(実線)〕
図2.3は,これらの走法による疾走経過(実線)
を測定し,速度と歩幅について,授業前(表2,
第2次:点線)及び授業後(表2,第6次:破線)
の疾走経過と比較したものである。図2を例にと
ると,前半0-25m区間で歩幅はおさえられてお
り,これにともない速度は,前半25-35w区間で
はややおさえられているが,後半50m以後維持さ
れている。
このように課題に対する意識は,速度,歩数,
歩幅の変化にもかなりあらわれており,このよう
に考えると,記録の向上は,練習の内容よりも生
徒が自己の疾走経過を自覚し,それにもとづいて
課題を意識したことによる影響が大きいと考えら
れる。また,上記疾走経過の結果からも,この簡
易記録法は,生徒に自己の疾走経過を知らせる上
からは,充分使用に耐え得ることを示すものであ
るo
図4　授業前後における短距離走に対するイメー
ジの変化　(各項目は表4参照)
〔実験校(上) ,統制校ICF) 〕
(3)短距離走に対するイメージの変容
図4は,実験校及び統制校Iについて,授業前
後に行った「短距離走に対するイメージについて」
の各質問項目(表4)を五段階尺度で得点化し,平均
値を示している。なお,統制校正については,短
距離走以外の授業を実施したので調査を省略した。
授業前後の有意差をみると,実験校では, aの
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「大変好きである」 , bの「大変興味がある上　d
の「目標をもって走ることができる」, eの「や
りがいがある」, gの「意欲をもってとりくめる」
hの「互いの協力によって伸びると患う」の6項
目において有意な好意的変化がみとめられた。一
方,統制校Iでは,いずれの項目においても有意
差はみとめられなかった。
なお,授業前における実験校と統制校Iの問に
は,いずれの項目においても有意な差はみとめら
れていない。
以上,簡易記録法を導入して課題解決的教材編
成による学習形態をとる実験校と,この方法を導
入しないで系統的教材編成による学習形態をとる
統制校1校,短距離走教材を扱わない統制校1校
をそれぞれ実験的に設定し,疾走記録の変化や生
徒の短距離走に対するイメージの変化を比較した
結果,実験校では,一定期間の授業後, 100m疾
走記録を有意に向上させるとともに統制校よりも
生徒の短距離走に対するイメージも好意的に変容
させ得ることがみとめられた。
これら実験校における成績の向上には,教材編
成による練習内容が適切であったというよりも,
自己の疾走経過を自覚し,それにもとづいて課題
を意識したことによる影響が主要な部分をしめる
と考えられる。しかもそのなかでも,簡易記録法
の導入が主要因と考えられるが,今回ははじめて
の試みとして学習指導形態の差異と簡易記録法導
入の有無の両条件を含めて検討を試みたため,覗
時点では学習形態によるものか簡易記録法の導入
に起因するものかは判定しがたい。
しかし,この研究は, is.ブルーナ- (J.S.
Brurer,1966)が, 「人間の学習においては,仲
間との競争に訴えるという外的動機よりも,自己
の記録に挑戦させ上達意欲をかきたてるという内
的動機が,学習向上に有効であり,真正な学習を
成り立たせるのではないだろうか」と指摘するよ
うに内的動機が学習の向上に有効であることを検
証したものである。(1①同時にこの研究は,実践の
場へ体育科学の一つであるKinesiology研究を導
入する際の近づきやすい一方法を提示したものと
して意味を見出すことができよう。
Ⅳ　要　約
疾走経過における速度,歩数,歩幅関係の知見
(第1報)と,実用化を試みた簡易記録法(第2
報)を実際の授業に導入し,学習指導の成果につ
いて検討を試みた。今回は,この記録法を導入し
課題解決的教材編成による学習形態をとる実験校
(85名)と,この記録法を導入しないで系統的教
材編成による学習形態をとる統制校I (80名) ,
及び短距離走教材を扱わない統制校I (84名)の
3校について,一定期間の授業前後における疾走
記録の変化ならびに生徒の短距離走に対するイメ
ージの変化を上捷交した。なお,疾走記録の変化を
比較するにあたっては,授業前の疾走時間をもと
に各校とも能力別にA, B, Cの3グループ(各
10名)に分けて検討した。
得られた結果を要約すると次の通りである。
1)この簡易記録法は,授業に適用した場合,坐
徒に自己の疾走経過を知らせる上からは,充分
使用に耐え得ることがみとめられた。
2) 100m疾走時間の向上を比較すると,実験校
ではすべてのグループ(A: 0.22秒, B:0.37
秒, C: 0.61秒の短縮)に,統制校IではB,
Cグループ(B: 0.29秒, C:0.40秒の短縮)
に有意な向上がみとめられ,実験校では伸び率
が大であった。統制校Ⅱでは,いずれのグルー
プにおいても有意な向上はみとめられなかったっ
3)実験校の授業前後における疾走経過を比較す
ると,各グループとも歩幅,速度逓減率に顕著
な向上がみられた。
4)実験校では,統制校Iよりも生徒の短距離走
に対するイメージを好意的に変容させることが
できた。
5)上記2),3), 4)にみられる実験校における
成績の向上は,教材編成による練習内容が適切
であったというよりも,自己の疾走経過から課
題を自覚し,それにもとづいて主体的に練習に
とりくんだことによる影響が大きいと考えられ
るo　しかも.その影響は,簡易記録法の導入が
主要因と考えられるが,現時点では学習形態に
よるものか,簡易記録法の導入に起因するもの
かは判定しがたい。
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A Basic Study of Learning Method with Sprint Running of
Junior High School Students (M)
-An Attempt to apply to Physical Education Class the Simple Recording Method of
Velocity, Step Frequency and Step Length in Spring Running-
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In our previous paper, the relationships among velocity, step frequency and step length
during a-100-meter run was examined. From the results, a simple recording method of them
was devised.
In this paper, applying the simple recording method to sprint running class, the improve-
ment of students'running records and the changes of their images about sprint running were
compared before and after the exercise classes.
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For the comparison, 3 junior high schools with different teaching methods were used,
that is, firstly, the experimental school (85 students) in which the recording method is
applied to let the students find out their own problems to improve their running pattern
and then try to solve them, secondly, the controlled school I (80 students) in which,
without using the recording method, the usual systematic teaching method is adopted, and
lastly, the controlled school H (84 students) in which sprint running is not adopted at all.
Besides, to compare the results after the exercise classes, the students of each school were
divided into 3 groups (which is consist of 10 students each) according to their running
records during a-100・meter run before the classes; (i.e., A : 13.3 - 14. 7 sec, B : 14.8 -
16.0 sec.,C: 16.1-18.Osec.)
The results were summarized as follows;
1)　The simple recording method was very effective when it is adopted in the exercise
classes to let the students grasp their own running pattern from the viewpoint of velocity,
step frequency and step length during a-100-meter run.
2)　After the exercise classes significant improvement of running record was seen, in every
group in the experimental school (the time was shortened 0.22 sec. in A, 0.37 sec. in B,
0.61 sec. in C), in B and C groups in the controlled school I (0.29 sec. in B, 0.40 sec. in
C). On the other hand, no significant improvement could be observed in the controlled
schoolm
3) In the experimerltal school, the great improvement was seen, in every group, on their
step length and rate of deceleration during a-100-meter run compared with the records
before the classes.
4) In the experimental school, the students images about sprint rurlning could be success-
fully changed.
5)　The improvement in the experimental school mentioned above in 2), 3) and 4), seems
to have been achieved through the students activities rather than because of the
appropriate content of the exercise, for they grasped their own ruJining pattern, finding
their problems to improve through those activities, and took spontaneous exercise based
on their findings. Moreover, the most primary factor that has caused the improvement is
probably due to the very application of the simple recording method in the classes. It is,
however, impossible foi us at this moment to assert which is the primary factor, the
teaching method or the application of the recording method.
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